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(57)【要約】
【課題】フリッカ等の画像品質悪化を抑制することがで
き小型化可能な画像信号処理装置を提供する。
【解決手段】画像信号処理装置1は、符号化部10、遅延
部20、差演算部30、復号化部40、量子化誤差判定部50お
よび補正後画像データ出力部60を備える。補正後画像デ
ータ出力部60は、差演算部30から出力される差Ｄが所定
値Ｄth以下である場合には、符号化部10に入力される画
像データＧ２を補正後画像データＧ２'として出力し、
差Ｄが所定値Ｄthより大きい場合には、符号化部10に入
力される画像データＧ２と復号化部４０から出力される
復号化画像データＧＢ１とから基本補正値を決定し、量
子化誤差判定部50により判定された量子化誤差Ｅの大き
さに応じて基本補正値を減じて修正補正値とし、符号化
部10に入力される画像データＧ２に修正補正値を加えた
ものを補正後画像データＧ２'として出力する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号の各フレームの画像データを処理した後に該画像信号を液晶表示装置へ出力す
る画像信号処理装置であって、
　前記画像信号の各フレームの画像データを入力して該画像データを符号化し、その符号
化した画像データ（以下「符号化画像データ」という。）を出力する符号化部と、
　前記符号化部から出力される符号化画像データを入力して、１フレームに相当する期間
だけ遅延させて該符号化画像データを出力する遅延部と、
　前記符号化部から出力される符号化画像データを入力するとともに、前記遅延部から出
力される符号化画像データを入力して、これら２つの符号化画像データの差を演算して出
力する差演算部と、
　前記遅延部から出力される符号化画像データを復号化して、その復号化した画像データ
（以下「復号化画像データ」という。）を出力する復号化部と、
　前記遅延部から出力される符号化画像データに基づいて、前記符号化部における符号化
の際の量子化誤差の大きさを判定する量子化誤差判定部と、
　前記符号化部に入力される画像データ、前記復号化部から出力される復号化画像データ
、前記差演算部から出力される差の値、および、前記量子化誤差判定部による判定結果を
入力して、これらに基づいて補正後画像データを求めて、この求めた補正後画像データを
前記液晶表示装置へ出力する補正後画像データ出力部と、
　を備え、
　前記補正後画像データ出力部が、
　前記差演算部から出力される差が所定値以下である場合に、前記符号化部に入力される
画像データを前記補正後画像データとして出力し、
　前記差演算部から出力される差が前記所定値より大きい場合に、前記符号化部に入力さ
れる画像データと前記復号化部から出力される復号化画像データとから基本補正値を決定
し、前記量子化誤差判定部により判定された量子化誤差の大きさに応じて基本補正値を減
じて修正補正値とし、前記符号化部に入力される画像データに修正補正値を加えたものを
前記補正後画像データとして出力する、
　ことを特徴とする画像信号処理装置。
【請求項２】
　前記復号化部が、前記差演算部から出力される差が所定値より大きい場合のみ復号化処
理を行う、ことを特徴とする請求項１記載の画像信号処理装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像信号の各フレームの画像データを処理した後に該画像信号を液晶表示装
置へ出力する画像信号処理装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像表示装置は、インパルス型表示装置とホールド型表示装置とに大別される。インパ
ルス型表示装置の一例として挙げられるＣＲＴ（Cathode Ray Tube）では、電子銃により
画面が走査されて電子ビームが到達した画素においてのみ表示がされる。これに対して、
ホールド型表示装置の一例として挙げられる液晶表示装置や有機エレクトロルミネセンス
表示装置では、画像信号のフレームが一定周期で更新され、或る第１フレームの画像の表
示が指示されると、次の第２フレームの画像の表示が指示されるまで第１フレームの画像
の表示が保持される。インパルス型表示装置と比較して、ホールド型表示装置は、画像歪
みが生じ難い等の様々な特長を有している。
【０００３】
　しかし、液晶表示装置は応答が遅いという問題を有している。すなわち、或るフレーム
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の画像の目標表示値が指示されたときから、液晶表示装置における実際の表示値が目標表
示値になるまで、時間を要する。その所要時間は、フレームが更新される周期を超える場
合がある。したがって、動きが速い動画像が液晶表示装置の画面に表示される場合には、
その動画像にボケが生じる場合がある。
【０００４】
　このような問題を解決することを意図した技術としてオーバードライブ技術が知られて
いる。オーバードライブ技術は、液晶表示装置の画面における或る画素に着目したとき、
或る第１フレームにおける目標表示値に対応する画像データＧ１に対して、次の第２フレ
ームにおける目標表示値に対応する画像データＧ２が異なる場合に、この画像データＧ２

を補正して、その補正後の画像データＧ２'を液晶表示装置に与えるものである。この補
正に際して、「Ｇ１＜Ｇ２」であるときには「Ｇ２＜Ｇ２'」とされ、「Ｇ１＞Ｇ２」で
あるときには「Ｇ２＞Ｇ２'」とされる。このように画像信号の各フレームの画像データ
を処理した後に該画像信号を液晶表示装置へ出力する画像信号処理装置が設けられること
で、液晶表示装置における実際の表示値が目標表示値に速く達するようにされる。
【０００５】
　このオーバードライブ技術に関して様々な提案がなされている。特許文献１に開示され
た発明では、或る第１フレームの画像データＧ１および次の第２フレームの画像データＧ

２に基づいて所要の処理を行って補正後の画像データＧ２'を求めるために、各フレーム
の画像データが符号化されて、その各フレームの符号化された画像データが遅延部により
１フレーム相当期間だけ遅延される。そして、遅延部から出力されるフレームの符号化画
像データが第１復号化部により複号化されたものが第１フレームの画像データとされると
ともに、遅延部に入力されるフレームの符号化画像データが第２復号化部により複号化さ
れたものが第２フレームの画像データとされて、これら復号化された後の第１フレームお
よび第２フレームそれぞれの画像データに基づいて、補正後画像データＧ２'が求められ
る。
【０００６】
　このオーバードライブ技術では、１フレーム分の画像データが符号化された後に遅延部
により遅延されるので、この遅延部として用いられるメモリの容量が低減され得る。また
、補正後画像データＧ２'が求められる際に用いられる第１フレームおよび第２フレーム
それぞれの画像データは、符号化処理および復号化処理の際に同程度の誤差が付加される
ので、補正後画像データＧ２'が該誤差の影響を受けないとされている。
【特許文献１】特開２００３－２０２８４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記のように符号化処理および復号化処理を経て補正後画像データＧ２

'を求めるオーバードライブ技術では、２つの復号化部が必要であることから、画像信号
処理装置の装置規模が大きい。また、符号化処理および復号化処理の際の誤差の影響を補
正後画像データＧ２'が受ける場合があり、その誤差が補正後画像データＧ２'において大
きく現れる場合もあることから、液晶表示装置の画面に表示される画像においてフリッカ
等の画像品質悪化を招く場合がある。
【０００８】
　本発明は、上記問題点を解消する為になされたものであり、符号化処理および復号化処
理を経て補正後画像データを求めるオーバードライブ技術を採用し、フリッカ等の画像品
質悪化を抑制することができ小型化可能な画像信号処理装置を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る画像信号処理装置は、画像信号の各フレームの画像データを処理した後に
該画像信号を液晶表示装置へ出力する画像信号処理装置であって、(1) 画像信号の各フレ
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ームの画像データを入力して該画像データを符号化し、その符号化した画像データ（以下
「符号化画像データ」という。）を出力する符号化部と、(2) 符号化部から出力される符
号化画像データを入力して、１フレームに相当する期間だけ遅延させて該符号化画像デー
タを出力する遅延部と、(3) 符号化部から出力される符号化画像データを入力するととも
に、遅延部から出力される符号化画像データを入力して、これら２つの符号化画像データ
の差を演算して出力する差演算部と、(4) 遅延部から出力される符号化画像データを復号
化して、その復号化した画像データ（以下「復号化画像データ」という。）を出力する復
号化部と、(5) 遅延部から出力される符号化画像データに基づいて、符号化部における符
号化の際の量子化誤差の大きさを判定する量子化誤差判定部と、(6) 符号化部に入力され
る画像データ、復号化部から出力される復号化画像データ、差演算部から出力される差の
値、および、量子化誤差判定部による判定結果を入力して、これらに基づいて補正後画像
データを求めて、この求めた補正後画像データを液晶表示装置へ出力する補正後画像デー
タ出力部と、を備えることを特徴とする。
【００１０】
　さらに、本発明に係る画像信号処理装置では、補正後画像データ出力部は、(a) 差演算
部から出力される差が所定値以下である場合に、符号化部に入力される画像データを補正
後画像データとして出力し、(b) 差演算部から出力される差が所定値より大きい場合に、
符号化部に入力される画像データと復号化部から出力される復号化画像データとから基本
補正値を決定し、量子化誤差判定部により判定された量子化誤差の大きさに応じて基本補
正値を減じて修正補正値とし、符号化部に入力される画像データに修正補正値を加えたも
のを補正後画像データとして出力することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る画像信号処理装置では、復号化部は、差演算部から出力される差が
所定値より大きい場合のみ復号化処理を行うことが好ましい。
【００１２】
　本発明に係る画像信号処理装置では、画像信号の各フレームの画像データは符号化部に
より符号化されて、その符号化された画像データ（符号化画像データ）が符号化部から出
力される。符号化部から出力される符号化画像データは、遅延部により１フレームに相当
する期間だけ遅延されて出力される。符号化部から出力される符号化画像データと、遅延
部から出力される符号化画像データとは、差演算部に入力されて、これら２つの符号化画
像データの差が演算されて差演算部から出力される。遅延部から出力される符号化画像デ
ータは復号化部により復号化されて、その復号化された画像データ（復号化画像データ）
が復号化部から出力される。また、量子化誤差判定部により、遅延部から出力される符号
化画像データに基づいて、符号化部における符号化の際の量子化誤差の大きさが判定され
る。
【００１３】
　補正後画像データ出力部では、符号化部に入力される画像データ、復号化部から出力さ
れる復号化画像データ、差演算部から出力される差の値、および、量子化誤差判定部によ
る判定結果が入力されて、これらに基づいて補正後画像データが求められ、この求められ
た補正後画像データが液晶表示装置へ出力される。
【００１４】
　特に、補正後画像データ出力部では、差演算部から出力される差が所定値以下である場
合に、符号化部に入力される画像データが補正後画像データとして出力される。逆に、差
演算部から出力される差が所定値より大きい場合には、符号化部に入力される画像データ
と復号化部から出力される復号化画像データとから基本補正値が決定され、量子化誤差判
定部により判定された量子化誤差の大きさに応じて基本補正値が減じられて修正補正値と
され、符号化部に入力される画像データに修正補正値を加えたものが補正後画像データと
して出力される。
【００１５】
　なお、上記の処理は、フレームの全体の画像データに対して行われてもよいが、画面に
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表示される画像のうち一部の領域のみが動画である場合には、その一部領域に対応する画
像データに対してのみ行われてもよい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明に係る画像信号処理装置は、符号化処理および復号化処理を経て補正後画像デー
タを求めるオーバードライブ技術を採用し、フリッカ等の画像品質悪化を抑制することが
でき、小型化可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための最良の形態を詳細に説明する。な
お、図面の説明において同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１８】
　図１は、本実施形態に係る画像信号処理装置１の構成を示す図である。画像信号処理装
置１は、画像信号の各フレームの画像データを処理した後に該画像信号を液晶表示装置２
へ出力するものであり、符号化部１０、遅延部２０、差演算部３０、復号化部４０、量子
化誤差判定部５０および補正後画像データ出力部６０を備える。なお、カラー画像である
場合には、そのうちの１色の画像データについて以下に説明するが、他の色の画像データ
についても同様である。
【００１９】
　符号化部１０は、画像信号の各フレームの画像データを入力して該画像データを符号化
し、その符号化した画像データ（符号化画像データ）ＧＡを遅延部２０および差演算部３
０それぞれへ出力する。符号化部１０における符号化処理は、任意のアルゴリズムに拠る
ものであってよく、例えば、ＦＢＴＣやＧＢＴＣなどのブロック符号化、ＪＰＥＧなどの
２次元離散コサイン変換符号化、ＪＰＥＧ-ＬＳなどの予測符号化、ＪＰＥＧ２０００な
どのウェーブレット変換、などが用いられる。また、符号化部１０における符号化処理は
、可逆符号化であってもよいし、非可逆符号化であってもよい。本実施形態に係る画像信
号処理装置１は、この符号化処理が非可逆であっても、好適に用いられ得る。
【００２０】
　遅延部２０は、符号化部１０から出力される符号化画像データＧＡを入力して、１フレ
ームに相当する期間だけ遅延させて該符号化画像データＧＡを出力する。遅延部２０は、
この該符号化画像データＧＡを、差演算部３０，復号化部４０および量子化誤差判定部５
０それぞれへ出力する。
【００２１】
　差演算部３０は、符号化部１０から出力される符号化画像データＧＡ２を入力するとと
もに、遅延部２０から出力される符号化画像データＧＡ１を入力して、これら２つの符号
化画像データＧＡの差Ｄを演算して、その差Ｄの値を補正後画像データ出力部６０へ出力
する。ここで、遅延部２０から出力される第１フレームの符号化画像データＧＡ１に対し
、符号化部１０から出力される符号化画像データＧＡ２は、第１フレームの後に続く第２
フレームのものである。差演算部３０に同時に入力される符号化画像データＧＡ１，ＧＡ

２は、液晶表示装置２の画面における共通の画素に対応するものである。
【００２２】
　復号化部４０は、遅延部２０から出力される符号化画像データＧＡ１を復号化して、そ
の復号化した画像データ（復号化画像データ）ＧＢ１を補正後画像データ出力部６０へ出
力する。また、この復号化部４０は、差演算部３０から出力される差Ｄの値が所定値Ｄth

より大きい場合のみ復号化処理を行うこととしてもよい。復号化部４０における復号化処
理は、符号化部１０における符号化処理に対応するものである。
【００２３】
　量子化誤差判定部５０は、遅延部２０から出力される符号化画像データＧＡ１に基づい
て、符号化部１０における符号化の際の量子化誤差Ｅの大きさを判定して、その判定結果
（量子化誤差Ｅ）を補正後画像データ出力部６０へ出力する。
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【００２４】
　補正後画像データ出力部６０は、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データ
Ｇ２、復号化部４０から出力される第１フレームの復号化画像データＧＢ１、差演算部３
０から出力される差Ｄの値、および、量子化誤差判定部５０による判定結果（量子化誤差
Ｅ）を入力して、これらに基づいて補正後画像データＧ２'を求めて、この求めた補正後
画像データＧ２'を液晶表示装置２へ出力する。
【００２５】
　具体的には、補正後画像データ出力部６０は、差演算部３０から出力される差Ｄが所定
値Ｄth以下である場合には、符号化部１０に入力される画像データＧ２を補正後画像デー
タＧ２'として出力する。また、補正後画像データ出力部６０は、差演算部３０から出力
される差Ｄが所定値Ｄthより大きい場合には、符号化部１０に入力される画像データＧ２

と復号化部４０から出力される復号化画像データＧＢ１とから基本補正値を決定し、量子
化誤差判定部５０により判定された量子化誤差Ｅの大きさに応じて基本補正値を減じて修
正補正値とし、符号化部１０に入力される画像データＧ２に修正補正値を加えたものを補
正後画像データＧ２'として出力する。
【００２６】
　図２は、本実施形態に係る画像信号処理装置１に含まれる補正後画像データ出力部６０
の構成を示す図である。補正後画像データ出力部６０は、判定部６１、補正値決定部６２
、補正値修正部６３、加算部６４および選択部６５を含む。
【００２７】
　判定部６１は、差演算部３０から出力される差Ｄの値と所定値Ｄthとを大小比較して、
その比較結果を表す信号を選択部６５へ出力する。補正値決定部６２は、符号化部１０に
入力される第２フレームの画像データＧ２を入力するとともに、復号化部４０から出力さ
れる第１フレームの復号化画像データＧＢ１を入力して、データ（ＧＢ１，Ｇ２）に対応
する基本補正値Ｈ０を補正値修正部６３へ出力する。このとき、補正値決定部６２は、演
算により基本補正値Ｈ０を決定してもよいし、ルックアップテーブルにより基本補正値Ｈ

０を決定してもよい。
【００２８】
　補正値修正部６３は、補正値決定部６２から出力される基本補正値Ｈ０を、量子化誤差
判定部５０により判定された量子化誤差Ｅの大きさに応じて減じて、その減じた後の値を
修正補正値Ｈ１として加算部６４へ出力する。この補正値修正部６３において基本補正値
Ｈ０から修正補正値Ｈ１を求める処理は、量子化誤差Ｅが大きいほど小さい係数を基本補
正値Ｈ０に乗じることで修正補正値Ｈ１を求めるものであってもよいし、量子化誤差Ｅが
大きいほど大きい定数を基本補正値Ｈ０から減じることで修正補正値Ｈ１を求めるもので
あってもよい。加算部６４は、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データＧ２

に、補正値修正部６３から出力される修正補正値Ｈ１を加えて、その加算結果を画像デー
タＧＣ２として選択部６５へ出力する。
【００２９】
　選択部６５は、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データＧ２、加算部６４
から出力される画像データＧＣ２、および、判定部６１から出力される判定結果を表す信
号を入力する。そして、選択部６５は、判定部６１において差Ｄの値が所定値Ｄth以下で
あると判定された場合には、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データＧ２を
補正後画像データＧ２'として液晶表示装置２へ出力する。選択部６５は、逆に判定部６
１において差Ｄの値が所定値Ｄthより大きいと判定された場合には、加算部６４から出力
される画像データＧＣ２を補正後画像データＧ２'として液晶表示装置２へ出力する。
【００３０】
　本実施形態に係る画像信号処理装置１では、画像信号の各フレームの画像データは符号
化部１０により符号化されて、その符号化された後の符号化画像データＧＡが符号化部１
０から遅延部２０および差演算部３０それぞれへ出力される。符号化部１０から出力され
る符号化画像データＧＡは、遅延部２０により１フレームに相当する期間だけ遅延されて
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出力される。
【００３１】
　符号化部１０から出力される第２フレームの符号化画像データＧＡ２と、遅延部２０か
ら出力される第１フレームの符号化画像データＧＡ１とは、差演算部３０に入力されて、
これら２つの符号化画像データの差Ｄが演算される。この差Ｄの値は差演算部３０から補
正後画像データ出力部６０へ出力される。
【００３２】
　遅延部２０から出力される符号化画像データＧＡ１は復号化部４０により復号化されて
、その復号化された後の復号化画像データＧＢ１が復号化部４０から補正後画像データ出
力部６０へ出力される。また、量子化誤差判定部５０により、遅延部２０から出力される
符号化画像データＧＡ１に基づいて、符号化部１０における符号化の際の量子化誤差Ｅの
大きさが判定されて、その判定結果（量子化誤差Ｅ）が量子化誤差判定部５０から補正後
画像データ出力部６０へ出力される。
【００３３】
　補正後画像データ出力部６０では、符号化部１０に入力される第２フレームの画像デー
タＧ２、復号化部４０から出力される第１フレームの復号化画像データＧＢ１、差演算部
３０から出力される差Ｄの値、および、量子化誤差判定部５０による判定結果（量子化誤
差Ｅ）が入力されて、これらに基づいて補正後画像データＧ２'が求められ、この求めら
れた補正後画像データＧ２'が液晶表示装置２へ出力される。
【００３４】
　特に、補正後画像データ出力部６０では、差演算部３０から出力される差Ｄが所定値Ｄ

th以下である場合には、符号化部１０に入力される画像データＧ２が補正後画像データＧ

２'として出力される。また、補正後画像データ出力部６０では、差演算部３０から出力
される差Ｄが所定値Ｄthより大きい場合には、符号化部１０に入力される画像データＧ２

と復号化部４０から出力される復号化画像データＧＢ１とから基本補正値が決定され、量
子化誤差判定部５０により判定された量子化誤差Ｅの大きさに応じて基本補正値が減じら
れて修正補正値とされ、符号化部１０に入力される画像データＧ２に修正補正値を加えた
ものが補正後画像データＧ２'として出力される。
【００３５】
　また、補正後画像データ出力部６０が図２の構成とされる場合には、判定部６１により
、差演算部３０から出力される差Ｄの値と所定値Ｄthとが大小比較されて、その比較結果
を表す信号が選択部６５へ出力される。符号化部１０に入力される第２フレームの画像デ
ータＧ２と、復号化部４０から出力される第１フレームの復号化画像データＧＢ１とは、
補正値決定部６２に入力されて、データ（ＧＢ１，Ｇ２）に対応する基本補正値Ｈ０が補
正値決定部６２から補正値修正部６３へ出力される。
【００３６】
　補正値決定部６２から出力される基本補正値Ｈ０は、補正値修正部６３により、量子化
誤差判定部５０により判定された量子化誤差Ｅの大きさに応じて減じられて、その減じた
後の値が修正補正値Ｈ１として補正値修正部６３から加算部６４へ出力される。加算部６
４では、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データＧ２に、補正値修正部６３
から出力される修正補正値Ｈ１が加えられて、その加算結果が画像データＧＣ２として加
算部６４から選択部６５へ出力される。
【００３７】
　そして、選択部６５では、判定部６１において差Ｄの値が所定値Ｄth以下であると判定
された場合には、符号化部１０に入力される第２フレームの画像データＧ２が補正後画像
データＧ２'として液晶表示装置２へ出力される。逆に判定部６１において差Ｄの値が所
定値Ｄthより大きいと判定された場合には、加算部６４から出力される画像データＧＣ２

が補正後画像データＧ２'として加算部６４から液晶表示装置２へ出力される。
【００３８】
　図３および図４それぞれは、本実施形態に係る画像信号処理装置１に入力される第１フ
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レームの画像データＧ１および第２フレームの画像データＧ２、ならびに、画像信号処理
装置１から液晶表示装置２へ出力される補正後画像データＧ２' を説明する図である。各
図（ａ）～（ｃ）の横軸は、フレームの画像における或るライン上の画素位置を示す。各
図（ａ）は、第１フレームの該ライン上の画像データの分布を示し、各図（ｂ）は、第２
フレームの該ライン上の画像データの分布を示し、また、各図（ｃ）は、該ライン上の補
正後画像データの分布を示す。また、各図（ａ）～（ｃ）で中央にある画素に注目する。
【００３９】
　図３に示される例では、第１フレームにおける注目画素の画像データＧ１と比べて、次
の第２フレームにおける注目画素の画像データＧ２が大きいので（同図（ａ），（ｂ））
、出力される注目画素の補正後画像データＧ２'は画像データＧ２より大きい値とされる
（同図（ｃ））。このとき、量子化誤差Ｅの大きさに応じて基本補正値Ｈ０が減じられて
修正補正値Ｈ１とされ、この修正補正値Ｈ１が画像データＧ２に加えられた値が補正後画
像データＧ２'とされる。
【００４０】
　図４に示される例では、第１フレームにおける注目画素の画像データＧ１と比べて、次
の第２フレームにおける注目画素の画像データＧ２が小さいので（同図（ａ），（ｂ））
、出力される注目画素の補正後画像データＧ２'は画像データＧ２より小さい値とされる
（同図（ｃ））。このとき、量子化誤差Ｅの大きさに応じて基本補正値Ｈ０（負値）が絶
対値を減じられて修正補正値Ｈ１（負値）とされ、この修正補正値Ｈ１が画像データＧ２

に加えられた値が補正後画像データＧ２'とされる。
【００４１】
　このようなオーバードライブ技術に基づいて補正された後の画像データＧ２'が液晶表
示装置２に入力されることで、液晶表示装置２における実際の表示値が目標表示値に速く
達するようにされる。
【００４２】
　特許文献１に記載された従来の画像信号処理装置では、復号化された後の第１フレーム
および第２フレームそれぞれの画像データに含まれる符号化時の誤差が互いに等しい場合
には爾後の処理の際に誤差が相殺され、これら２つの誤差が共に正または共に負である場
合には爾後の処理の際に誤差の絶対値が小さくなるので、問題はない（または、小さい）
。しかし、従来の画像信号処理装置では、これら２つの誤差のうち一方の誤差ｅ１が正で
他方の誤差ｅ２が負である場合には、爾後の処理の際の誤差（ｅ１－ｅ２）の絶対値が大
きくなってしまい、その誤差が補正後画像データＧ２'において大きく現れることから、
液晶表示装置の画面に表示される画像においてフリッカ等の画像品質悪化を招く。
【００４３】
　これに対して、本実施形態に係る画像信号処理装置１では、復号化部４０から出力され
た第１フレームの復号化画像データＧＢ１と符号化処理前の第２フレームの画像データＧ

２とに基づいて画像データＧＣ２を生成し、これら画像データＧ２および画像データＧＣ

２のうち何れか一方を画像データＧＣ２とするので、上記の従来のものが有するような誤
差拡大の問題が抑制され、液晶表示装置の画面に表示される画像におけるフリッカ等の画
像品質悪化が抑制され得る。
【００４４】
　また、本実施形態に係る画像信号処理装置１では、量子化誤差Ｅの大きさに応じて基本
補正値Ｈ０が減じられて修正補正値Ｈ１とされ、この修正補正値Ｈ１が画像データＧ２に
加えられた値が補正後画像データＧ２'とされる。したがって、基本補正値Ｈ０に誤差が
含まれる場合であっても、この基本補正値Ｈ０より絶対値が小さい修正補正値Ｈ１が画像
データＧ２に加えられた値が補正後画像データＧ２'とされることにより、過度のオーバ
ードライブが行われることが抑制されて、この点でも画像品質悪化が抑制され得る。
【００４５】
　また、本実施形態に係る画像信号処理装置１では、差演算部３０から出力される差Ｄが
所定値Ｄth以下である場合には、符号化処理前の画像データＧ２が補正後画像データＧ２
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'として出力される。したがって、静止画である場合または動きが遅い場合に、オーバー
ドライブが行われることなく、画像品質悪化が抑制され得る。
【００４６】
　また、本実施形態に係る画像信号処理装置１は、２つの復号化部を必要としていた従来
の画像信号処理装置と比較して、復号化部４０を１つのみ備えればよいので小型化するこ
とが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本実施形態に係る画像信号処理装置１の構成を示す図である。
【図２】本実施形態に係る画像信号処理装置１に含まれる補正後画像データ出力部６０の
構成を示す図である。
【図３】本実施形態に係る画像信号処理装置１に入力される第１フレームの画像データＧ

１および第２フレームの画像データＧ２、ならびに、画像信号処理装置１から液晶表示装
置２へ出力される補正後画像データＧ２' を説明する図である。
【図４】本実施形態に係る画像信号処理装置１に入力される第１フレームの画像データＧ

１および第２フレームの画像データＧ２、ならびに、画像信号処理装置１から液晶表示装
置２へ出力される補正後画像データＧ２' を説明する図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１…画像信号処理装置、２…液晶表示装置、１０…符号化部、２０…遅延部、３０…差
演算部、４０…復号化部、５０…量子化誤差判定部、６０…補正後画像データ出力部、６
１…判定部、６２…補正値決定部、６３…補正値修正部、６４…加算部、６５…選択部。

【図１】 【図２】
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